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 要  旨 
近年，音楽 CD の不正コピー問題や情報漏洩問題など，デジタルデータの扱いに関して企業が
大きな損害を受ける事例が多発している．また，食品偽造，業界内での談合など，法令違反が内
部告発によって次々に明らかになり，企業の法令順守も重要な課題となっている．これらの事件，
事故の多くは複合的な要因によって発生している．そこで限られたコストの中で複数の対策案を
適切に組み合わせることで，今後起こりうる事件，事故に対するリスクを軽減する，リスク管理
が重要となっている． 
しかし，音楽 CDの不正コピー問題や内部告発問題では，お互いに利害が一致しない複数の関
与者が存在する場合がある．そこで現在，利害の対立する複数の視点からのリスク管理を行う多
重リスクコミュニケータ（MRC）の研究が進んでいる．しかし，MRC では関与者同士がリスク
に関する意見交換，合意形成を行えることが前提とされ，非協力的な関与者(非協力者)が存在す
る状況におけるリスク管理は困難であった． 
本研究では，非協力者が存在することを前提として関与者間の対立関係を考慮し，関与者の将
来の利害を予測して損害を最小化するリスク分析手法を提案した．(1)関与者ごとにリスクのモデ
ル化による対立関係にある各関与者のリスクの分析，(2)関与者間の関係のモデル化による関与者
間の相互作用の分析，(3)時系列でのリスク分析による関与者間の合意形成，非協力者の意思決定
を踏まえた関与者の将来の利益と損害のシミュレーション，の 3つの要素から成っている．本分
析手法に対して，音楽 CDの不正コピー問題，内部告発問題を事例として適用した． 
音楽 CDの不正コピー問題への適用では，事業者と海賊版業者の利益を定式化し，両者が行う
対策の相互作用を時系列でモデル化した．その結果，事業者内での合意形成を踏まえながら，事
業者にとって最適な対策を立案し，海賊版業者の相互作用を考慮した事業者利益を予測できた．
内部告発問題への適用では，経営者と内部告発者の損害を定式化し，ETAを用いて両者の関係
をモデル化した．経営者の対応を，不正が発生してから内部告発が起こるまでの事前予測と，内
部告発が起きた時の事後予測に分け，経営者が被る損害を予測した．その結果、経営者が不正発
生前に行うべき事前対策を立案することができ，内部告発が起きた時に経営者が行うべき対策と、
不正を公表する時間を予測することができた。 
以上より，非協力者が存在する状況におけるリスク分析が可能となり，提案手法の有用性を示
せた． 
